
甲斐市立玉幡中学校 自己評価書 

 令和７年１月２４日(金) 作成 

  校長 「 立川 武 」  記述者 職名（教諭）「 三井 久 」 

学校教育目標   「ふるさとを愛し，高い知性と豊かな情操，たくましい意志と 

創造的な個性をもつ心身ともに健全な生徒の育成」 

学校経営方針    

・社会に開かれた教育課程を実現するための適切な教育課程の編成・実践に努める。 

・自ら学ぶ習慣を育てる学習方法の改善と，その指導に努める。 

・基本的な生活習慣の確立と，自他の尊重を重んじる「心の教育」を推進する。 

・奉仕活動・ボランティア活動を中心に据えた特色ある学校づくりに努める。 

・健康・安全指導の充実を図り，生涯体育の基礎づくりを目指す。 

・生徒理解に努め，生徒指導・教育相談・防災教育等の充実を図る。 

・小中連携教育の推進を図り，学校・課程・地域の連携を深め，地域とともに歩む教

育の推進に努める。 

・学校の教育活動全体を通して，体系的なキャリア教育の推進に努める。 

１ 全体評価 

○今年度の総合評価は，内容の改変もあった４年目であるが，昨年同様全てにおいて最頻値が

AまたはBの評価となっている。 

○「Ⅰ学校教育目標」の項目では，５項目のうち３項目でＡ評価が最頻値である。 

○「Ⅱ学校運営」の項目では，８項目のうち５項目でＡ評価である。 

○「Ⅲ学習指導」の項目では，どの項目においてもＢ評価が最頻値である。 

○「Ⅳ生徒指導」の項目では，６項目のうち３項目でA評価である。 

○「Ⅴ地域との連携」の項目では，６項目のうち４項目でＢ評価が最頻値である。 

○「Ⅵ学校の特色」の項目では，どの項目においてもA評価である。 

○「Ⅶ創甲斐教育」の項目では，３項目ともにB評価が最頻値である。 

２ 項目ごとの評価結果（達成状況・改善策） 

Ⅰ 学校教育目標に関して・学校経営について 

達

成

状

況 

・４項目についてＡ評価とＢ評価の合計がほぼ100%である。 

・「あなたは，Ｐ→D→C→A サイクルを生かした教育活動を行っている」についての評価

は昨年度と同程度、「あなたの学校は，職場の福利厚生や健康増進について配慮がなさ

れている」についての評価は昨年度と比べ改善傾向である。 

改

善

策 

・「あなたは P→D→C→Aサイクルを生かした教育活動を行っている」について，おおむ

ね肯定的な回答であった。教員が教育活動に取り組む際に，ＰＤＣＡサイクルを意識す

ることは欠かせない。教職員の働き方改革が必要とされる中，校務支援システムが導入

され，勤務時間が記録され明確になり，各自が自分の勤務時間をより意識し管理できる

ようになった。また，システムの掲示板を利用することで朝礼や終礼の削減につなげる

など，業務改善につながっている面もある。しかしながら，教職員の「業務量」が大幅

に軽減しているという訳ではなく，教職員が時間的な面で「ゆとり」をもって業務に取

り組めているとはまだ言えない。時間的な面での「ゆとり」が精神面での「ゆとり」に

つながり，そのことで，各々がワークライフバランスや健康増進についてより考えられ



るようになることを目指したい。取組としては，今年度同様，テストの後の放課後や成

績処理用の事務処理日を設けたり，日課時程表を変更し，生徒の活動時間を確保しつつ

下校時間を早めたりし，業務改善につなげていく。また，行事の内容や実施時期の検討

と改善，会議の精選，仕事の効率化･･･等を，多忙化の解消，年休取得をしやすい職場環

境づくりにつなげていく。そうすることが教員の心身の健康にもつながり，ＰＤＣＡサ

イクルを活用し，各教職員が生徒のために日々より良い授業を行ったり学校・学年行事

等を行ったりできるよう，今後も組織的に取り組んでいきたい。 

 

Ⅱ 学校運営について 

達

成

状

況 

○５項目についてＡ評価とＢ評価の合計がほぼ 100%である。 

○「あなたは，職務上「報告，連絡，相談，確認」を行っている」が昨年度よりＢ評

価が高い。 

○「あなたは，業務の効率化等の働き方改革を意識して職務にあたっている」が昨年

度より評価が改善している。 

○「危機管理マニュアル」や「校務支援システム」「働き方改革」等にＢ評価が多い。 

○「職員間のコミュニケーションがとれている」は大幅な改善傾向である。 

改

善

策 

・「あなたは，職務上「報告，連絡，相談，確認」を行っている」は，肯定的な評価であ

る。危機管理の観点から重要な項目であるので，今後も継続させたい。 

・様々な場面で教職員が連携し，協働体制で教育活動にあたってきた。そのことが，肯定

的な評価の多さにつながったと考える。今後も，教職員が協力して諸課題に対応する姿

勢を大切にしたい。 

・「業務の効率化等の働き方改革を意識して職務にあたっている」のＡ，Ｂ評価が増

えたのは，前述したように，日課時程表を変更し，生徒の下校時間が最低 30 分早

まったことが業務改善を推し進められる一つの要因となったと推察できる。 

・５年目を迎える校務支援システムについては，それぞれが自己研鑽し，成績処理や事務

処理等，努力して使っている。３学年の入試関連の事務手続きも，過渡期から比べると

効率化が図られた。校務支援システムの活用については，今後も活用法について研究し，

活用できることを探っていきたい。 

・「あなたは，危機管理マニュアル（防犯・防災・事件・事故等）を理解している」は，

おおむね肯定的な評価である。日頃から災害時の対応について，また，事件などが起こ

った際の対応について，各教職員の危機管理意識と対応力が重要だと考える。それぞれ

のマニュアルについて全体で確認する機会を増やし，危機管理について職員の意識と対

応力を一層高めていきたい。 

 

 

Ⅲ 学習指導について（児童生徒用及び保護者用アンケート等も含めて） 

達

成

状

況 

・「児童生徒の学びの意欲を喚起する授業を行っている」「基礎・基本の定着を図る授業を

行っている」「指導と評価の一体化に努めた授業を行っている」「協働的な学びを取り入

れた授業を行っている」「宿題や家庭学習に対する指導を行っている」「生徒が自分の考

えを書いたり，表現したりする授業にとりくんでいる」の項目は肯定的な評価である。 

・「ＩＣＴを効果的に活用した授業を行っている」において，改善傾向ではあるがＣ評価が

３割程度ある。 

 



「生徒・保護者へのアンケート」から 

④学校の授業は楽しいですか。（上段R５ 下段 R６） 全校集計 

 

12.7 56.8 24.8 5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q4 学校の授業は楽しいですか。

A とても楽しい B 楽しい C あまり楽しくない D 楽しくない  

13.8 57.8 22.8 5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q4 学校の授業は楽しいですか。

A とても楽しい B 楽しい C あまり楽しくない D 楽しくない

※全校では昨年度と比べ，ほぼ同程度である。 

 

関連項目のAB評価による比較   （上段R５下段R６）  

⑤生 徒：先生はよく勉強を教えてくれますか           

教職員：生徒の学びの意欲を喚起する授業を行っている      

保護者：学校は熱心に授業に取り組んでいると思う   
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あまり教えてくれない（2点）
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児童生徒

教職員

保護者

先生はよく勉強を教えてくれる（C-5、ＴⅢ-①、P-8）

よく教えてくれる（4点）

教えてくれる（3点）

あまり教えてくれない（2点）

教えてくれない（1点）

わからない（0点）

 
⑨人前でしっかりと自分の意見を言うようにしている。〈R６ 全校〉 

17.6 43.8 33.6 5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q9 人前でしっかりと自分の意見を言うことができますか。

A よくできる B できる C あまりできない D できない  
 

⑩字をていねいに書くようにしている。〈R６ 全校〉 

21.4 42.5 30.2 6.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q10 字をていねいに書くようにしていますか。

A よくしている B している C あまりしていない D していない  
 

 



⑯月曜日から金曜日までは，学校以外で学年の目標時間の勉強をしていますか。 

（※１年:70分 ２年:80 分 ３年:90 分）（R６）上段１年生 中段２年生 下段３年生 

17.8 31.7 27.7 22.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q16 月曜日から金曜日までは、学校以外で学年の目標時間の勉強をしていますか。（※1年：70分、2年：80分、3年：90分）

A いつもしている B だいたいしている C あまりしていない D していない  

6.4 32.1 42.2 19.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q16 月曜日から金曜日までは、学校以外で学年の目標時間の勉強をしていますか。（※1年：70分、2年：80分、3年：90分）

A いつもしている B だいたいしている C あまりしていない D していない  

25.0 31.5 33.1 10.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q16 月曜日から金曜日までは、学校以外で学年の目標時間の勉強をしていますか。（※1年：70分、2年：80分、3年：90分）

A いつもしている B だいたいしている C あまりしていない D していない  
 

※AB 評価１年生49.5%，２年生 38.5%，３年生56.5%。CD評価１年生 50.5%，２年

生 61.5％，３年 43.6％。 

⑰月曜日から金曜日までは家や図書館などで一日あたりどのくらいの時間読書をします

か。 

※「全くしない」割合が１年生 42.6%，２年生 38.9%，３年生 45.2%である。昨年度の

同学年よりも多い状況である。 

 

⑱スマホ/タブレット/ゲーム機/パソコンを学習以外で１日あたりどのくらいの時間使い

ますか。A ４時間以上 B ４時間より少ない C ３時間より少ない D ２時間より少

ない E  １時間より少ない F 持っていない 

（R６）上段１年生 中段２年生 下段３年生 

25.7 14.9 26.7 25.7 6.9 0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q18 スマホ・タブレット・ゲーム機・パソコンを、学習以外で、一日あたりどのくらいの時間、使いますか。

A ４時間以上 B ４時間より少ない C ３時間より少ない D ２時間より少ない E １時間より少ない F 持っていない  
 

40.7 25.0 22.2 7.4 4.6 0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q18 スマホ・タブレット・ゲーム機・パソコンを、学習以外で、一日あたりどのくらいの時間、使いますか。

A ４時間以上 B ４時間より少ない C ３時間より少ない D ２時間より少ない E １時間より少ない F 持っていない  
 

24.0 19.2 32.0 20.8 4.0 0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q18 スマホ・タブレット・ゲーム機・パソコンを、学習以外で、一日あたりどのくらいの時間、使いますか。

A ４時間以上 B ４時間より少ない C ３時間より少ない D ２時間より少ない E １時間より少ない F 持っていない  
 

※２時間以上している生徒が，１年生 67.3％，２年生 87.9%，３年生 75.2%で，昨年度

より２、３年生の学年で増加している。特に２年生の増加が顕著である。 

 

 

 



オリジナル項目 

㉖あなたは，フリートークの時間が好きですか。 

※AB評価は，１年生 87.1% ２年生 71.3% ３年生 76.6%。 

㉗あなたは，クロームブックを使った授業は好きですか。 

（上段１年生中段２年生下段３年生） 

51.5 35.6 10.9 2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A B C D  

50.0 37.0 11.1 1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A B C D  

48.4 44.4 7.3 0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A B C D  
＊AB 評価は，１年生 87.1% ２年生 87.0% ３年生 92.8%。 

 

改

善

策 

 

・生徒アンケートで，「学校の授業は楽しいですか」は昨年度と同程度である。「先生は

よく勉強を教えてくれますか」の項目において，Aと B 評価の合計で比較すると，生徒

のアンケートで 1，2年生は 100%，3年生も 96％と高い数値を示している。教師と保

護者の AＢ評価（肯定的な評価）も同様に高くなっている。今後もより多くの生徒が，

「わかる」「楽しい」と感じる授業を提供していきたい。 

・「人前でしっかりと自分の意見を言うようにしている。」は，昨年度同様な評価である。

コロナ禍を経て，生活の中で，人前で話すことに対して消極的な姿勢があることも要因

と考えられる。帰りの会では，フリートークの時間をとって，生徒がコミュケーション

を図る取組を継続して行ってきている。これからも更に取組を継続していき，コミュニ

ケーションあふれる学校をつくっていきたい。 

・「ICT を効果的に活用した授業を行っている」において教師はＡＢ評価が 64.3%，生徒

は「クロームブックを使った授業が好きだ」と 89.1%が回答している。昨年度の結果よ

り向上している。教師の自己評価では，頻繁に ICT活用を行えなかったことで AB評価

ではないとのコメントもあったが，これからも教師は ICTを使う授業を計画的に実施し，

生徒の理解力を向上させる，よりわかる授業をつくっていくことが必要である。 

・生徒アンケート⑯の「月曜日から金曜日までは，学校以外で学年の目標時間の勉強をし

ていますか」の観点では，「Ａ勉強をいつもしている」「Ｂだいたいしている」と回答

した生徒は１年生 49.5%,２年生 38.5%,３年生 56.5％であった。また⑰「月曜日から

金曜日まで家や図書館などで一日あたりどのくらいの時間読書をしますか」は全校で「Ｄ

全くしない」と回答した生徒が１年生 42.6%，２年生 38.9%，３年生 45.2％いる。一

方，⑱「スマホ/タブレット/ゲーム機/パソコンを学習以外で一日あたりどのくらいの時

間使いますか。」（保護者も同様）について，２時間以上している生徒が，１年生 67.3％，

２年生 87.9%，３年生 75.2%で，昨年度より２，３年生の学年で増加している。この

ように，家庭での学習習慣の確立と学習の内容についても指導していきたい。今後も，

これまでの小中連携教育の成果を生かし，家庭学習への取組を，これまで以上に推進さ

せていきたい。 

・今年度も不登校生徒や怪我や入院など学校に来られない生徒に対して，希望があればク

ロームブックを貸し出し，リモートでの授業参加を行ったことは大きな成果である。こ



れからも柔軟に生徒・保護者の要望に対応していきたい。 

Ⅳ 生徒指導について（児童生徒用及び保護者用アンケート等も含めて） 

 

達

成

状

況 

・教師の自己評価は，６項目中３項目においてA評価が最頻値となっている。 

※「生徒アンケート」全校集計より 

①「学校は楽しいですか」（R６）上段１年生 中段２年生 下段３年生 

A 楽しい B 楽しい Cあまり楽しくない D楽しくない 

41.2 50.0 6.9 2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q1 学校は楽しいですか。

A とても楽しい B 楽しい C あまり楽しくない D 楽しくない  

30.3 47.7 21.1 0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q1 学校は楽しいですか。

A とても楽しい B 楽しい C あまり楽しくない D 楽しくない  

33.3 52.4 11.9 2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q1 学校は楽しいですか。

A とても楽しい B 楽しい C あまり楽しくない D 楽しくない  
 

②「いろいろなことを相談できる友だちはいますか」全校（上段 R５ 下段 R６） 

22.9 58.3 16.6 2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q2 いろいろなことを相談できる友達はいますか。

A たくさんいる B いる C あまりいない D いない  

24.6 57.6 14.2 3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q2 いろいろなことを相談できる友達はいますか。

A たくさんいる B いる C あまりいない D いない  
※Ｒ６は，昨年度と同程度である。 

【関連項目のA評価とB評価の合計による比較】（R６） 

⑪「困ったことがあったら，相談できる先生がいますか」（上段 R５ 下段 R６） 

A いる Cあまりいない Dいない 

60.9 26.8 12.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q11 困ったことがあったら、相談できる先生がいますか。

A いる C あまりいない D いない  

60.1 29.5 10.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q11 困ったことがあったら、相談できる先生がいますか。

A いる C あまりいない D いない  
 

※Ｒ６は，昨年度と同程度である。 

関連項目では保護者は 32％が「Cあまりいない・Dいない・Eわからない」と回答し，

昨年度と比べ減少している。  

 

 

 



③「人が困っているときは，進んで助けていますか」（上段 R５ 下段R６）全校 

24.2 64.2 10.1 1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q3 人が困っているときは、進んで助けていますか。

A 進んで助けている B 助けている C あまり助けていない D 助けていない  

25.5 60.7 13.2 0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q3 人が困っているときは、進んで助けていますか。

A 進んで助けている B 助けている C あまり助けていない D 助けていない  
 

⑳「朝ごはんを食べて登校していますか」（R６）全校 

74.3 12.7 8.2 4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q20 朝ごはんを食べて登校していますか。

A いつも食べている B だいたい食べている C あまり食べていない D 食べていない  
⑮月曜から金曜日までは，何時くらいに寝ていますか 

（上段１年生 中段２年生 下段３年生） 

A 午後８時前 B 午後９時前 C午後 10時前 D午後 11時前 E 午前０時前 F 午前１

時前 G午前１時過ぎ  

0.0 6.9 38.2 42.2 5.9 5.9 1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q21 月曜日から金曜日までは、何時くらいに寝ますか。

A 午後８時前 B 午後９時前 C 午後10時前 D 午後11時前 E 午前０時前 F 午前１時前 G 午前１時過ぎ  

0.0 1.9 13.9 43.5 16.7 15.7 8.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q21 月曜日から金曜日までは、何時くらいに寝ますか。

A 午後８時前 B 午後９時前 C 午後10時前 D 午後11時前 E 午前０時前 F 午前１時前 G 午前１時過ぎ  

0.8 1.6 14.4 34.4 34.4 12.8 1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q21 月曜日から金曜日までは、何時くらいに寝ますか。

A 午後８時前 B 午後９時前 C 午後10時前 D 午後11時前 E 午前０時前 F 午前１時前 G 午前１時過ぎ  
 

⑱保護者：平均睡眠時間はどれくらいですか 全校 

A:10時間以上B:９時間C:８時間D:７時間E:６時間F:５時間G:５時間未満H:わからない 

生徒との相関図 

0.3

0.3

3.3

12.4

21.5

37.9

39.7

34.3

20.0

13.9

11.6

0.6

3.6

0.0

0.0

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

児童生徒

保護者

睡眠時間（C-20～22、P-18）

10時間以上/午後8時前（7点）

9時間/午後9時前（6点）

8時間/午後10時前（5点）

7時間/午後11時前（4点）

6時間/午前0時前（3点）

5時間/午前1時前（2点）

5時間未満/午前1時すぎ（1点）

わからない（0点）

 
 

※保護者は全体集計で８時間 37.9%，７時間 34.3%と答えているが，生徒は０時以降に

就寝している生徒が１年生 12.8%，２年生40.7%，３年生 48.6%いる。また午前１時

過ぎの就寝も各学年いる。例年と同じで生徒は保護者が考えているほど睡眠をとってい

ない。 

⑲家の人と学校での様子を話していますか。 

※家の人と話をしている割合は 80%程度どの学年も達成しているが，２割程度，家の人と

話をしていない生徒がいる。 

 



㉔将来の夢や希望をもっていますか。(R６)上段１年生 中段２年生 下段 3年 

37.3 32.4 21.6 8.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q24 将来の夢や希望を持っていますか。

A しっかり持っている B 持っている C あまり持っていない D 持っていない  

25.7 42.2 27.5 4.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q24 将来の夢や希望を持っていますか。

A しっかり持っている B 持っている C あまり持っていない D 持っていない  

27.0 39.7 27.0 6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q24 将来の夢や希望を持っていますか。

A しっかり持っている B 持っている C あまり持っていない D 持っていない  
 

※夢や希望については，全学年 70%程度 AB評価である。 

オリジナル項目 

㉖あなたは友人関係にストレスをかかえていませんか。 （上段１年生 中段２年生 下

段３年生） 

A かかえていない B 少しかかえていない C少しかかえている Dかかえている 

11.9 17.8 19.8 50.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A B C D  

13.9 23.1 25.9 37.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A B C D  

50.0 25.0 13.7 11.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A B C D  
※１，２年で30％から40％，３年では 75%の生徒がストレスとかかえている。 

改

善

策 

・「学校は楽しいですか」「いろいろなことを相談できる友達がいますか」において昨年

度同様肯定的なAB評価は高い。甲斐市では生徒間の人間関係の理解を深めるQ-Uテス

トを行っていたが，本校では i-check を４年前から継続し，更に詳しく生徒一人ひとり

の状況を確認し，学年職員や担任が指導の手立てとしている。また同じく４年前から各

学期 1 回「いじめアンケート」を，毎月「生活アンケート」を実施している。更に本校

では，生徒理解の一助とするため，担任と生徒が毎日「やりとり帳」を通して日々の生

活についてやりとりしたり，「家庭学習ノート」で個別に生徒の状況を把握したりして

いる。これらの取組から，問題となる，また問題となりそうな事例を迅速に把握し，速

やかに学年会議や職員会議，生徒指導部会，生徒理解部会などでその状況を共有し，迅

速に相互に情報交換を行っている。また，事例によっては外部機関との連携を行い，よ

りよい解決を図ってきた。その結果，問題が大きくなる前に解決したり，問題が更に大

きい事になってしまったりということを未然に防げている。「楽しい学校」とは，生徒

それぞれに感じ方があると思うが，生徒同士，生徒と教員同士の関係が良好で，安心し

て生活することができる玉幡中学校を目指し，今後も様々な取組を継続していきたい。 

・「困ったことがあったら，相談できる先生がいますか」において，昨年度より数値が良

くなっている。教師と生徒が相互理解する時間的余裕が少しずつとれる状況に変わって



きている。引き続き，良好な関係づくりを積み重ね，何かの問題を早期発見したり生徒

が気軽に悩みを相談できたりするよう，①生徒への積極的な声かけ②二者懇談の活用等，

更に全職員で取り組んでいきたい。また「家で話をしていない」と答えた生徒が全体で

1，2割いることも念頭に置き，家庭と連携し，今後もこれらの取組を継続し，いじめの

根絶と，生徒一人一人に目を向け，よりよい学校生活が送れるよう意識して努めていき

たい。 

・③「人が困っていたら進んで助けていますか」全校 90％程度がAB評価で，昨年度と同

様である。㉔「将来の夢や希望をもっていますか。」について，全校 70％程度がAB評

価である。今後も道徳の時間を要として，この状況下でできることを模索し，心の教育

や生き方教育を推進し，より多くの生徒が，夢や希望をもって生き生きと生活できるよ

う支援をしていきたい。 

・生活リズムの乱れは睡眠にも起因する。朝ごはんを食べている割合は高いが，睡眠は，

全体的に改善を要する生徒が多くいる。また保護者の把握している生徒の睡眠時間と生

徒のものとに差異がある。生活リズムの乱れが心配である。オリジナル項目「友人関係

にストレスを抱えていませんか」において，どの学年も 30%～40%の生徒が「抱えてい

る」と回答している。友だちとの交流も減っていることも考えられる。今年度も帰りの

会でのフリートークタイムを継続するなど，様々な場面で生徒のコミュケーション力向

上を行ってきた。これらの取組をこれからも継続していきたい。「睡眠」「ストレス」

は学校生活や学習にも影響することを考えると，家庭と学校が協力して現状を理解し改

善していく取組を今後も，更に考えていく必要がある。  

Ⅴ 地域との連携について 

達

成

状

況 

・６項目のうち２項目おいてＡ評価が最頻値であった。 

・「あなたの学校は，学校の教育活動について，たよりやホームページを通して保護者や

地域に広報している。」「地域・保護者と連携し，児童生徒の安全確保に努めている。」

において肯定的なAB評価が高い。 

※「生徒アンケート」全校集計より 

⑯今住んでいる地域の行事に参加していますか」（上段 R５下段 R６）全校 

15.1 36.2 34.3 14.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q23 今住んでいる地域の行事に参加していますか。

A よく参加している B だいたい参加している C あまり参加していない D 参加していない  

18.5 42.1 26.9 12.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q23 今住んでいる地域の行事に参加していますか。

A よく参加している B だいたい参加している C あまり参加していない D 参加していない  
【関連項目のAB評価の合計による比較（上段 R５下段 R６） 

15.1

5.3

36.2

36.4

34.3

40.4

14.5

17.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

児童生徒

保護者

地域の行事に参加（C-22～24、P-21）

よく参加している（4点）

だいたい参加している（3点）

あまり参加していない（2点）

参加していない（1点）

 

18.5

6.8

42.1

34.0

26.9

41.1

12.5

18.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

児童生徒

保護者

地域の行事に参加（C-22～24、P-21）

よく参加している（4点）

だいたい参加している（3点）

あまり参加していない（2点）

参加していない（1点）

 
生 徒（上段）：今住んでいる地域の行事に参加していますか             

保護者（下段）：お子さんは今住んでいる地域の行事に参加していますか  

A:よくしている B:だいたい参加している C:あまり参加していない D:参加していない 



 

保護者⑪「PTA活動に参加していますか」（上段 R５下段 R６） 

6.3 49.1 31.1 13.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｑ11 ＰＴＡ活動に参加していますか。

A よく参加している B だいたい参加している C あまり参加していない D 参加していない  

8.9 46.7 28.4 16.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｑ11 ＰＴＡ活動に参加していますか。

A よく参加している B だいたい参加している C あまり参加していない D 参加していない  

 

 

 

 

 

改

善

策 

・「保護者の PTA 活動への参加」状況は，昨年度と同様である。今年度は，令和元年度

以来にほぼ戻り，様々な活動を行うことができた。学園祭では，文化の部，体育の

部ともに，生徒が「保護者の方々の想いに応えよう」と事前の取組や活動の成果を

披露した。今後も，年間計画に沿った授業参観や学校開放を実施していき，開かれ

た学校づくりを推進していきたい。 

・教職員の「地域の人材活用・施設活用」「保護者や地域の願いに応えるため要望を聞く

など情報収集を行っている」「あなたは PTA活動に積極的に参加している」においてB

評価が最頻値である。研修部主催の日本航空高校吹奏楽団千野こころ先生を招いての講

演会は，全校生徒と保護者対象に行うことができた。午前中のみ学校開放（授業参観）

と午後講演会を同日にしたことで，保護者の参加を増やすことができた。これまでコロ

ナ禍で地域の人材の活用も難しい状況であったが，今後は学校運営協議会や学校関係者

評価委員会等で地域や保護者の声をお聞きする機会を活用し，地域人材をより活用した

り，地域からの要望を聞いたりできるよう，保護者への協力をお願いしていきたい。 

Ⅵ 学校の特色に関して 

達

成

状

況 

・4項目すべての項目でA評価である。 

・「あなたは生徒が夕学や家庭学習に取り組むように指導に努めている。（教員） 

54.3 40.0 5.7 0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A とてもそう思う B そう思う C ややそう思わない D そう思わない  
 

・「あなたは生徒理解に努め，生徒との信頼関係を築くように努めている」（教員） 

77.8 22.2 0.00.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A とてもそう思う B そう思う C ややそう思わない D そう思わない  
 

・「あなたはフリートーク等，生徒のコミュニケーション向上に努めている」（教員） 

54.3 40.0 5.7 0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A とてもそう思う B そう思う C ややそう思わない D そう思わない  
 

・「あなたは，フリートークの時間が好きですか」（全校生徒） 

41.7 36.3 16.2 5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A B C D  



・「あなたは挨拶を積極的にしようと努めている」（教員） 

80.6 19.4 0.00.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A とてもそう思う B そう思う C ややそう思わない D そう思わない  
※「生徒アンケート」全校集計より 

㉒だれとでも挨拶をしていますか。（上段R５ 下段Ｒ６）全校生徒 

39.5 48.0 12.2 0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q22 だれとでも挨拶をしていますか。

A よくしている B している C あまりしていない D していない  

40.2 48.6 10.8 0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Q22 だれとでも挨拶をしていますか。

A よくしている B している C あまりしていない D していない  
 

【関連項目のAB評価の合計による比較】（R６）  

生 徒：だれとでも挨拶をしていますか 保護者：家庭で挨拶するよう言っている・学校

は挨拶するよう指導している。  

40.2

43.2

48.6

44.4

10.8

11.2

0.3

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

児童生徒

保護者

だれとでも挨拶～挨拶をする/挨拶をするように言う（C-21～23、P-19）

よくしている/よく言っている（4点）

している/言っている（3点）

あまりしていない/あまり言っていない（2点）

していない/言っていない（1点）

 
 

 

 

 

 

 

 

改

善

策 

・小中連携の指定は終えたが，今年度も継続して，「フリートーク」に取り組んだ成果が

出ている。特に１年生において「フリートークの時間が好きですか」に対して 87.1%の

生徒が好きだと答えている。小学校から取り組むことで「フリートーク」を習慣化し「コ

ミュニケーション能力の向上」や「対人ストレスの軽減」に繋がると考え，今後も取り

組んでいくとともに，玉幡中の特色として定着してきていると考えられる。教師の指導

と生徒の意識の若干異なりも見られるが，生徒への説明を丁寧に行いながら，今後も継

続して粘り強く取り組んでいきたい。 

・「あいさつの推進」に関しては，「教職員の登下校指導におけるあいさつ」「保護者や

保護司の正門でのあいさつ活動」「生徒会のあいさつへの取組」「小中連携でのあいさ

つ運動」など，様々な活動を行っている。生徒の評価もおおむね肯定的である。今後も

開かれた学校を目指し，継続して活動を進めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅶ 創甲斐教育について 

 

 

 

 

 

達

成

状

況 

・創甲斐教育については，各学校で創甲斐教育をもとに，オリジナルで考えた項目である

が，AB評価の合計は 90％に近い。 

あなたは国語力の向上，言語活動に積極的に取り組んでいる。 

41.2 50.0 8.8 0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A とてもそう思う B そう思う C ややそう思わない D そう思わない  
 あなたは，道徳の授業や道徳の教育に意欲的に取り組んでいる。 

45.5 48.5 6.1 0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A とてもそう思う B そう思う C ややそう思わない D そう思わない  
 あなたは，生徒の体力向上に積極的に取り組んでいる。 

45.5 54.5 0.00.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A とてもそう思う B そう思う C ややそう思わない D そう思わない  
 

 

 

 

 

改

善

策 

・言語活動は，さまざまな取組が考えられる。特に話し合い活動などは，主体的・対話的

で深い学びの授業実践のためには，言語活動の充実は欠かせない。国語の授業だけでな

く教育活動全体で言語活動の充実に努めていきたい。 

・道徳の授業については，自己肯定感を高める取組を行った。また友だちとのコミュニケ

ーションあふれる学校にしていくために，帰りの会に全校で「フリートーク」を継続し

て取り組んだ。学年によっては，担任だけでなく学年所属の教員もクラスに入って，ロ

ーテーションで道徳の授業を行っている。「議論する道徳」に移行して６年目となるが，

全教職員の協働により，これからも生徒と共に道徳の授業を研究し，自信を持って実践

していけるようにしていきたい。 

・「体力向上」については，中学校では体育の授業以外に部活動もあるので，意識して取

り組んでいる教員は多い。しかし，全員が専門の部活動の教員ではないので，A 評価に

なるほどは自信が無いということも考えられる。生涯，生徒が健康で生活できるように

教師も共に体力づくりに励んでいきたい。 

３ まとめ<成果と課題> 

・今年度は令和元年度以前の教育活動を行うことができた。本校ではこれまで，多くの制限や

制約がある中で，できることを着実に行い，生徒が健やかに成長できるよう取り組んできた。

今後は，様々な観点から見直しや検討を行って，生徒がより充実した学校生活が過ごせるよ

うに努めていきたい。 

・本校にはかつて生徒指導上の諸問題が多くあり，甲斐市教育委員会をはじめとした関係諸機

関と連携する中で，それらの問題解決を図ってきた。様々な取組を経て，今では生徒たちは

落ち着いた学校生活を送っている。しかし，今後も危機管理意識をもって，この状態を維持・

向上させられるよう，教職員一丸となって安心安全な学校づくりと玉中教育の更なる向上に

努めていきたい。 

・保護者・保護司・生徒による朝のあいさつ運動，毎日の教職員の登下校指導を例年通り継続

的に行ってきた。また例年行われてきた９月の保護者・生徒で校庭及び周辺の環境整備活動

は，今年度多くの保護者の協力のもと，実施することができた。また，学園祭は文化の部体



育の部ともに多くの保護者に参観していただくことができた。 

・保護者の方々が学校に協力や貢献しようと努力してくださっていることに対し，とても心強

く勇気をいただいた。今後もさらに地域とともにある玉幡中を目指し，継続していける取組

を考えていきたい。 

・校内研では「学び合い高め合う学級集団づくりの育成」をテーマに，甲斐市 ICT教育推進事

業校として，ICT 活用を取り入れた授業改善に取り組みつつ，「家庭学習の充実」「帰りの

会の前の授業の振り返り」「やりとり帳による担任と生徒とのつながり」，またコミュニケ

ーション力の向上を目指して，学校では様々な取組を行って，学習面・精神面で生徒支援に

努めている。しかしアンケートにもあるように，学校での授業に関わる課題や，家庭でのス

マホ等の使い方や睡眠時間や学習時間についての基本的な生活習慣の見直し等，学校と家庭

がより一層連携して取り組む必要がある。小中の教職員で培ってきた実践を無理なく今年度

も児童生徒のために行ってきたので，これからも継続していきたい。玉中学区の子ども達が

自分自身の力で未来を拓いていかれるように育てていきたい。 

・今年度は，ギガスクール構想による一人一台パソコン（クロームブック）やデジタル教科書

の導入，新学習指導要領の全面実施４年目となりＩＣＴ機器の活用による個別最適な学びが

求められるようになった。そのため教師は学びの連続で，走りながら考え，トライアンドエ

ラーの連続で，教師の学校評価の「多忙すぎる」という言葉から伺える。このことは，生徒

への指導への影響も懸念される。やはり，今の状況を打開するのは，教員の増員を切に願う。 

・今年度も継続して，希望によるリモートでの授業を行ったことは，これからのオンライン授

業などへの移行を考えると成果であるが，全ての教師が ICTを得意だということではないの

で，これから相互に学んでいく必要がある。 

・今年度も地域から本校生徒の行動についてお褒めの言葉を何度もいただいた。今後も学校教

育目標を具現化できるよう，また公の社会で通用する人間に，そして，しなやかな心を持っ

た生徒の育成に全教職員で組織をあげて取り組んでいきたい。 

 

 


